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2.ピボットテーブルを用いた度数分布 

 関数ツールを選び、「関数の分類」の「すべて表示」を選び、「関数名」で「ROUND」を

選ぶ。 

 
身長の度数分布を出す場合は、「数値」は身長の列を全て選び、「桁数」は 0と記入する。 
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次に、メニューバーの「データ」から「ピボットテーブル」を選択する。「データソースを

選択して下さい」と聞いてくるので、「Excel のリスト/データベース」を選び、「＜次へ＞」

を押す。データの範囲を選び、「＜次へ＞」を押す。 
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レイアウトを選択する。 

身長 2は行に、学年、性別は列の

所にデータの所にNOをドラッグ

する。次にNOをダブルクリック。 
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データの個数を選択する。 

完成 

 


